
 

特別支援学校就労応援団とやまニュースレター vol.5 令和４年６月発行 

●令和４年３月に「富山県特別支援教育将来構想」を策定 
    

    

子供を真ん中に置いた６つの視点で、特別支援教育の目指す姿とその実現に向けた

取組を整理しました。「企業と学校、家庭が一体となった就労支援」は、重要な視点の

一つです。「人の役に立つ仕事をしたい」などの子供たちの願いの実現を応援団の皆さ

んと協力して目指します。詳しくは右の QR コードか下記 URLよりご覧いただけます。 

●事例紹介：アロン包装株式会社 「社長を中心とした理解のある職場でのサ

ポートが安心就労につながっているケース」 

    

    

業務内容：化学工業製品の充填包装等 

●「特別支援学校就労応援団とやま」登録企業数 
    

   

９９社（令和４年６月２０日現在） 
 

※「特別支援学校就労応援団とやま」については右の QR コードよりご覧いただけます。 
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↓↓↓★「富山県特別支援教育将来構想」が策定されました。 

 https://www.pref.toyama.jp/documents/21315/syouraikousou.pdf  

「自分たちに何ができるだろう…」とお悩

みの企業様。本年度は特別支援学校を

見学していただく機会や、登録企業での

職場見学を新たに企画しています。参

加、協力していただければ幸いです。 

NEWS LETTER 

○社長（障害者職業生活相談員） 

・会社の方針に「多様な人材の活躍の推進、 

障害者雇用の推進」を明記 

・重要な役割を担う一員であることを説明 

・年２回の個人面談、障がい者への日常の話し

かけ（仕事や社内、プライベートの悩み等） 

・内容に応じて保護者、出身校に相談 

・障害者雇用の常態化 

●Ａさん（フルタイム勤務） 

自分が役に立っていることを自覚 

・責任が伴う業務にも従事 

・ジョギングクラブの活動や、 

駅伝大会に参加 

・たけのこ掘りなど会社仲間と 

仕事以外の活動にも参加 

・メンバーとして必要とされている 

●Ｂさん（１日６時間、週４日勤務） 

業務範囲を拡大し、モチベーションを維持 

・単純作業だけでなく、作業日誌への記

録、製品検査、集計作業にも従事 

・間違えずにできるようになり、自信が

ついた 

・周囲からも認められる 

・良好なコミュニケーション 

 

 

相談 

相
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○従業員 

・会社の方針、目標の理解 

  ・業務を根気強く指導 

  ・業務のダブルチェック 

・許容、包容力 

 ・仲間意識 

参加 
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